
SAMPLE 

 

 

 

 

ライセンス監査 
リスクアセスメント報告書 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2015 年 4月 

 

 



I. 対象範囲 

 

対象 名称、数量等 備考 

部門１ XXXXXX 部門 IT 関連部門 

部門２ YYYYYY 部門 営業部門 

合計人数 250 名  

対象パソコン台数 

（事前想定） 

300 台  

対象サーバー数 

（事前想定） 

25台  

 

 

II. 対象製品 

 

対象メーカー 対象製品 備考 

マイクロソフト Windows  

 Office  

 Visio  

 Project  

 Visual Studio/MSDN  

 Windows Server  

 Windows Server CAL  

アドビ Acrobat  

 Photoshop  

 Illustrator  
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III. 全体概況 

今回の調査は組織内の 2部門を対象に実施しましたが、クライアント端末、サーバー端

末とも、事前想定より多いハードウェアが確認されました。特にクライアント端末に関

しては事前想定より約 30%増しの台数が確認されました。この中には、派遣社員等によ

り、現在利用されているもの、リースアップ後再リースされていたもの、廃棄済みステ

ータスの端末、また管理対象外の古い端末等も確認されました。 

サーバーに関しても、IT 部門で独自に立てているサーバーが 6 台確認され、これらは

IT 資産管理台帳への記載はありませんでした。 

 

ライセンス過不足に関して、一部製品の過剰はありましたが、全体として単純不足、使

用方法の間違い、並びに保有の証明不可による不足が多く発見されました。特に一部の

使用方法の間違いについては、ライセンスを購入しているにも関わらず、使用許諾条件

を遵守していないことによる使用許諾権違反、またはライセンスを保有していないこと

になりますので、課題となっております。今回の調査対象は貴組織における約 1/20 程

度となりますが、この現状を全組織に当てはめる場合、不足ライセンスの購入と損害賠

償請求によるリスク金額は高額なものとなりますので、早急なる全社確認、是正対応、

並びにライセンス資産管理体制が必要な状態かと思われます。 

 

 

対象 名称、数量等 備考 

部門１ XXXXXX 部門 IT 関連部門 

部門２ YYYYYY 部門 営業部門 

合計人数 261 名 社員 231名、派遣社員 30名 

対象パソコン台数 391 台  

対象サーバー数 31台  
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IV. 想定是正金額 

 

対象 不足金額合計 想定損害賠償金額 合計リスク金額 

部門１ 482万 8200円 724 万 2300円 1207 万 500円 

部門２ 219万 1900円 328 万 7850円 547万 9750円 

合計 702万 100円 1053 万 150円 1755万 250 円 

    

不足による金額 422万 5200円   

保有の証明不可 279万 4900円   

 

V. 過不足一覧表 
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VI. 過不足発生原因分析 

 

（１）管理者権限の管理不足 

IT 部門においては、各現場担当者による管理者権限の利用が日常的に行われてお

り、特に開発者はソフトウェアを自由にインストール可能な状態となっている。

このため、一部でライセンス保有を伴わないインストールが確認されている。 

 

（２）ソフトウェア関連部材（メディア）の保管と利用 

ソフトウェアをインストールする為に必要な、CD/DVD 等のメディアについて、各

部門にて管理されており、またインストールためのキーもメディアに添付されて

いるケースもあります。インストール時も組織内ルールとしては、管理台帳への

記入が義務づけられているが、一部実行されていないケースも確認されました。 

 

（３）ライセンス使用許諾条件の認識不足 

ソフトウェアのライセンス＝使用許諾条件は多岐に渡りますが、基本的な理解が

一部不足しています。また購入ベンダー、ライセンスプログラム、製品によって

の違う点の理解も一部不足していました。 

 

（４）ライセンスコンプライアンス教育不足 

現場担当者によるライセンス利用リスクに関する知識と認識が限定的であり、ま

た利用者側も同様でありました。ライセンスと利用リスクに関する研修は過去実

施されておらず、社内規定の実質的な実施と管理も徹底されていませんでした。 

 

 

以上 
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